
(57)【要約】

【課題】相手側挿込接続端子の挿入を安定化し、可動接

触片の座屈の危険を解消すると共に、所望の接触圧を維

持する。

【解決手段】接続部１１は底板１４、その左右両側に連

設した側板１５、及び一方の側板１５に連設した天板１

７が折曲して略箱型に形成されている。側板１５の前方

側部には、条片状の可動接触片１８の基部が付設され、

この可動接触片１８は、天板１７の内側に沿った上片１

８ａと、奥部において折曲され前方に折り返された下片

１８ｂと、接続部１１内の中央部近傍で下方に膨らみ逆

山形状にされた下片１８ｂの頂部に設けられた接点部１

８ｃとを有し、弾発性を持つ板ばね状に形成されている

。上片１８ａの基部には取付孔１８ｄが設けられており

、この取付孔１８ｄには下片１８ｂの先端の自由端１８

ｅが嵌入可能とされている。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
導 電 金 属 板 を 打 ち 抜 き ・ 折 曲 し て 形 成 し 、 前 方 に 相 手 側 挿 込 接 続 端 子 を 受 け 入 れ る 接 続 部
を 設 け 、 後 方 に 電 線 を 接 続 す る た め の 電 線 圧 着 部 を 設 け 、 前 記 接 続 部 は 、 底 板 、 そ の 左 右
両 側 に 連 設 す る 側 板 、 一 方 の 側 板 に 連 設 す る 天 板 と に よ っ て 囲 ま れ た 略 箱 型 に 形 成 し 、 一
方 の 側 板 の 前 方 側 部 に 付 設 し た 可 動 接 触 片 を 折 曲 部 に よ り 上 片 、 下 片 の 二 つ 折 り に し て 前
記 接 続 部 内 に 配 置 し た 接 続 端 子 に お い て 、 前 記 可 動 接 触 片 は 前 記 上 片 を 前 記 天 板 に 沿 っ て
奥 方 向 に 向 け て 配 置 す る と 共 に 前 記 下 片 を そ の 自 由 端 を 前 方 に 向 け て ヘ ア ピ ン 状 に 折 り 返
し 、 前 記 自 由 端 を 前 記 上 片 の 基 部 に 設 け た 取 付 孔 に 嵌 入 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 接 続
端 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 上 片 の 基 部 近 傍 を 前 記 天 板 の 内 面 に 接 触 さ せ た 請 求 項 １ に 記 載 の 接 続 端 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 下 片 に 頂 部 を 下 方 に 向 け た 接 点 部 を 設 け た 請 求 項 １ に 記 載 の 接 続 端 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 上 片 の 前 記 折 曲 部 と 反 対 側 の 前 端 部 を 前 方 に 延 在 し 、 下 方 に 折 曲 し て ガ イ ド 部 と し た
請 求 項 １ に 記 載 の 接 続 端 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 相 手 側 の 挿 込 接 続 端 子 と 電 気 的 に 接 続 す る 雌 型 の 接 続 端 子 に 関 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら こ の 種 の 接 続 端 子 は 、 前 方 に 相 手 側 の 挿 込 接 続 端 子 を 受 け 入 れ る 接 続 部 と 、 後 方
に 電 線 を 継 ぐ 電 線 圧 着 部 と を 有 し 、 こ れ ら は １ 枚 の 導 電 金 属 板 を 折 り 曲 げ て 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ５ は 従 来 例 の 接 続 端 子 の 縦 断 面 図 で あ っ て 、 １ は 接 続 端 子 の 接 続 部 、 ２ は 電 線 圧 着 部 で
あ る 。 接 続 部 １ は 内 方 に 膨 出 す る 接 触 部 ３ ａ を 有 す る 底 板 ３ 、 そ の 左 右 両 側 に 連 な る 側 板
４ 、 ５ （ ５ は 図 示 せ ず ） 、 一 方 の 側 板 ４ に 連 設 し た 天 板 ６ と に よ っ て 囲 ま れ た 略 箱 型 の 形
状 と さ れ 、 接 続 部 １ の 内 部 に は 可 動 接 触 片 ７ が 配 置 さ れ 、 こ の 可 動 接 触 片 ７ は 天 板 ６ の 後
方 に 延 在 さ れ 、 二 つ 折 り と さ れ 前 方 に 折 り 返 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
可 動 接 触 片 ７ は 天 板 ６ に 連 接 す る 基 部 ７ ａ と 自 由 端 ７ ｂ と の 中 間 部 の 頂 点 を 接 点 部 ７ ｃ と
す る 逆 山 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 自 由 端 ７ ｂ は 天 板 ６ の 内 面 に 摺 動 自 在 に 接 触 し 、 接 点 部
７ ｃ と 底 板 ３ の 接 触 部 ３ ａ と の 間 に 、 相 手 側 の 挿 込 接 続 端 子 の 平 刃 状 接 続 部 が 挿 入 さ れ る
よ う に な っ て い る 。 ま た 天 板 ６ に は 、 突 起 部 ６ ａ が 接 点 部 ７ ｃ の 裏 側 に 形 成 さ れ て 、 可 動
接 触 片 ７ の 過 度 の 変 形 が 規 制 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 示 し な い 相 手 側 の 挿 込 接 続 端 子 が 接 続 部 １ 内 に 挿 入 さ れ る と 、 可 動 接 触 片 ７ が 弾 性 変 形
し て 、 接 点 部 ７ ｃ に よ り 挿 込 接 続 端 子 の 平 刃 状 接 続 部 を 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 上 述 の 従 来 例 に お い て 、 特 に 相 手 側 の 挿 込 接 続 端 子 が 接 続 部 １ 内 に 斜 め 方 向
か ら 挿 入 さ れ る 場 合 な ど に 、 挿 込 接 続 端 子 の 先 端 が 当 接 す る 可 動 接 触 片 ７ の 逆 山 形 の 斜 面
と の 間 の 摩 擦 力 が 、 可 動 接 触 片 ７ を 長 手 方 向 に 押 し 縮 め る よ う に 作 用 し 、 可 動 接 触 片 ７ の
斜 面 の 傾 斜 を 増 加 さ せ る 。 従 っ て 、 摩 擦 力 が 更 に 増 大 し 、 挿 込 接 続 端 子 の 円 滑 な 挿 入 が 困
難 と な り 、 可 動 接 触 片 ７ の 座 屈 さ せ る 虞 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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特 に 、 多 数 の 接 続 端 子 を 同 一 の ハ ウ ジ ン グ 内 に 収 容 し た 多 極 コ ネ ク タ の 場 合 に は 、 挿 込 接
続 端 子 の 何 れ か が 摩 擦 抵 抗 に よ り 挿 入 で き な い と 、 全 体 の 挿 込 接 続 端 子 の 挿 入 が 不 可 能 と
な る 虞 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 の 従 来 例 の 問 題 点 を 解 消 し 、 相 手 側 の 挿 込 接 続 端 子 の 挿 入 を 安 定 化
し 、 端 子 挿 入 時 の 摩 擦 力 を 低 減 し 得 る 接 続 端 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 接 続 端 子 は 、 導 電 金 属 板 を 打 ち 抜 き ・ 折 曲 し て
形 成 し 、 前 方 に 相 手 側 挿 込 接 続 端 子 を 受 け 入 れ る 接 続 部 を 設 け 、 後 方 に 電 線 を 接 続 す る た
め の 電 線 圧 着 部 を 設 け 、 前 記 接 続 部 は 、 底 板 、 そ の 左 右 両 側 に 連 設 す る 側 板 、 一 方 の 側 板
に 連 設 す る 天 板 と に よ っ て 囲 ま れ た 略 箱 型 に 形 成 し 、 一 方 の 側 板 の 前 方 側 部 に 付 設 し た 可
動 接 触 片 を 折 曲 部 に よ り 上 片 、 下 片 の 二 つ 折 り に し て 前 記 接 続 部 内 に 配 置 し た 接 続 端 子 に
お い て 、 前 記 可 動 接 触 片 は 前 記 上 片 を 前 記 天 板 に 沿 っ て 奥 方 向 に 向 け て 配 置 す る と 共 に 前
記 下 片 を そ の 自 由 端 を 前 方 に 向 け て ヘ ア ピ ン 状 に 折 り 返 し 、 前 記 自 由 端 を 前 記 上 片 の 基 部
に 設 け た 取 付 孔 に 嵌 入 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 を 図 １ ～ 図 ４ に 図 示 の 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 接 続 端 子 の 展 開 図 、 図 ２ は 縦 断 面 図 を 示 し て い る 。 接 続 端 子 は 相 手 側 挿 込 接 続 端 子
を 受 け 入 れ る 接 続 部 １ １ 、 中 間 の ス タ ビ ラ イ ザ １ ２ 、 及 び 後 方 の 電 線 圧 着 部 １ ３ と を 含 む
全 て の 部 分 が 、 図 １ に 示 す よ う に 導 電 金 属 板 を 打 ち 抜 い て 、 更 に 図 ２ に 示 す よ う に 折 曲 し
て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
接 続 部 １ １ は 底 板 １ ４ 、 そ の 左 右 両 側 に 連 設 し た 側 板 １ ５ 、 １ ６ 、 及 び 一 方 の 側 板 １ ５ に
連 設 し た 天 板 １ ７ と を 図 １ の １ 点 鎖 線 で 示 す よ う に 折 曲 し て 略 箱 型 に 形 成 さ れ て い る 。 底
板 １ ４ に は 、 内 方 に 膨 出 す る 接 触 部 １ ４ ａ が 設 け ら れ て い る 。 側 板 １ ６ の 前 方 側 部 に は 、
条 片 状 の 可 動 接 触 片 １ ８ の 基 部 が 付 設 さ れ 、 こ の 可 動 接 触 片 １ ８ は 、 天 板 １ ７ の 内 側 に 沿
っ た 上 片 １ ８ ａ と 、 奥 部 に お い て 折 曲 さ れ 前 方 に ヘ ア ピ ン 状 に 折 り 返 さ れ た 下 片 １ ８ ｂ と
か ら 成 っ て い る 。 そ し て 、 接 続 部 １ １ 内 の 中 央 部 近 傍 で 下 方 に 膨 ら み 、 逆 山 形 状 に さ れ た
下 片 １ ８ ｂ の 頂 部 に 接 点 部 １ ８ ｃ が 設 け ら れ 、 弾 発 性 を 持 つ 板 ば ね 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 片 １ ８ ａ の 基 部 に は 取 付 孔 １ ８ ｄ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 取 付 孔 １ ８ ｄ に は 下 片 １ ８ ｂ
の 先 端 の 先 細 の 自 由 端 １ ８ ｅ が 嵌 入 可 能 に さ れ て い る 。 ま た 、 上 片 １ ８ ａ か ら 自 由 端 １ ８
ｅ と 反 対 側 の 前 方 に 延 在 さ れ た 先 端 部 １ ８ ｆ は 、 内 側 に 円 弧 状 に 折 曲 さ れ て ガ イ ド 部 と さ
れ て お り 、 常 時 は 自 由 端 １ ８ ｅ は 常 時 は こ の 先 端 部 １ ８ ｆ の 内 側 に 位 置 し て い る 。 更 に 、
下 片 １ ８ ｂ の 両 側 に は 翼 部 １ ８ ｇ が 突 設 さ れ 、 側 板 １ ５ 、 １ ６ に 設 け ら れ た 掛 止 孔 １ ５ ａ
、 １ ６ ｂ 内 に 係 止 す る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
天 板 １ ７ の 後 方 に 延 在 さ れ た 辺 部 １ ７ ａ は 内 方 に 折 曲 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ た 係 止
ラ ン ス が 係 止 す る た め の 係 止 部 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 接 続 端 子 は １ 枚 の 帯 状 金 属 板 を 使 用 し て 、 フ ォ ー ミ ン グ プ レ ス に よ る 多 数 の 工 程 を 経
て 、 打 ち 抜 き 、 折 曲 し な が ら 形 成 さ れ 、 可 動 接 触 片 １ ８ は 接 続 部 １ １ の 組 立 過 程 中 に 所 定
位 置 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
完 成 し た 接 続 端 子 の 電 線 圧 着 部 １ ３ に 電 線 を 接 続 し た 後 に 、 接 続 端 子 は 合 成 樹 脂 製 の ハ ウ
ジ ン グ 内 に 挿 入 さ れ る 。 こ の 際 に 、 辺 部 １ ７ ａ に ハ ウ ジ ン グ の 係 止 ラ ン ス が 係 止 し 、 接 続
部 １ １ の 先 端 が ハ ウ ジ ン グ の 先 端 係 止 部 に 係 止 し 、 ス タ ビ ラ イ ザ １ ２ が ハ ウ ジ ン グ の 所 定
位 置 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 接 続 端 子 は ハ ウ ジ ン グ 内 に 固 定 さ れ 、 接 続 端 子 の ハ ウ ジ ン グ
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に 対 す る 前 後 方 向 へ の 抜 け 出 し が 防 止 さ れ 、 姿 勢 が 安 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 接 続 端 子 に お い て は 、 特 に 可 動 接 触 片 １ ８ の 自 由 端 １ ８ ｅ が 、 図 ２ の 一 点 鎖 線 で 示 す
よ う に 、 上 片 １ ８ ａ の 基 部 の 取 付 孔 １ ８ ｄ に 嵌 合 可 能 と さ れ て い る た め 、 図 ３ に 示 す よ う
に 相 手 側 の 挿 込 接 続 端 子 の 平 刃 状 接 続 端 Ｔ が 可 動 接 触 片 １ ８ の 板 ば ね 状 の 接 点 部 １ ８ ｃ と
底 板 １ ４ の 接 触 部 １ ４ ａ の 間 に 挿 入 さ れ て 嵌 合 す る 際 に 、 挿 込 接 続 端 子 か ら 可 動 接 触 片 １
８ を 押 し 上 げ 力 が 加 わ る と 、 自 由 端 １ ８ ｅ は 取 付 孔 １ ８ の 間 に 嵌 入 さ れ 、 自 由 端 １ ８ ｅ の
位 置 が 固 定 さ れ 、 下 片 １ ７ ｂ は 前 後 方 向 に 移 動 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
つ ま り 、 平 刃 状 接 続 端 Ｔ が 更 に 図 ４ に 示 す よ う に 挿 入 さ れ る と 、 そ の 押 し 上 げ 力 は 後 方 の
折 曲 部 を 介 し て 上 片 １ ８ ａ に も 伝 達 さ れ 、 下 片 １ ８ ｂ と 上 片 １ ８ ａ と の 間 隔 、 上 片 １ ８ ａ
と 天 板 １ ７ と の 間 隙 が 小 さ く な る よ う に 、 可 動 接 触 片 １ ８ は 柔 軟 に 変 形 し 、 平 刃 状 接 続 端
Ｔ に 対 す る 圧 接 力 は ほ ぼ 一 定 と な り 挿 入 力 は 安 定 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
平 刃 状 接 続 端 Ｔ が 接 続 部 １ １ 内 へ の 挿 入 が 完 了 し た 図 ４ に 示 す 状 態 で は 、 平 刃 状 接 続 端 Ｔ
は 下 片 １ ８ ｂ の 接 点 部 １ ８ ｃ と 底 板 １ ４ の 接 触 部 １ ４ ａ と の 間 で 安 定 し た 力 で 挟 持 さ れ 、
確 実 な 電 気 的 接 続 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
同 一 の ハ ウ ジ ン グ 内 に 多 数 の 接 続 端 子 を 収 容 し た 多 極 コ ネ ク タ の 場 合 に は 、 本 発 明 に 係 る
接 続 端 子 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 挿 込 接 続 端 子 の 挿 入 力 の ば ら つ き が 少 な く な り 、 そ の
効 果 は よ り 顕 著 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に 係 る 接 続 端 子 は 、 相 手 側 挿 込 接 続 端 子 を 挿 入 す る 際 の 可 動 接
触 片 の ば ね 性 を 弱 く し 、 姿 勢 が 一 定 と な っ た 以 後 は 所 定 の 圧 接 力 と し て い る の で 、 相 手 側
接 続 端 子 を 抵 挿 入 力 で 挿 入 で き 、 安 定 し た 円 滑 な 挿 入 操 作 を 可 能 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 接 続 端 子 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 接 続 端 子 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 相 手 側 接 続 端 の 挿 入 状 態 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 相 手 側 接 続 端 の 挿 入 状 態 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 の 接 続 端 子 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 接 続 部
１ ３ 　 電 線 圧 着 部
１ ４ 　 底 板
１ ５ 、 １ ６ 　 側 板
１ ７ 　 天 板
１ ８ 　 可 動 接 触 片
１ ８ ａ 　 上 片
１ ８ ｂ 　 下 片
１ ８ ｃ 　 接 点 部
１ ８ ｄ 　 取 付 孔
１ ８ ｅ 　 自 由 端
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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